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お茶の水女子大：前期はやや減少、後期は理と生活科学の増加目立つ    前期：-48 人 後期：+１人 

 

COMMENT  ※(  )内の数値は志願者数の前年度対比指数 

大学全体では、前年度５年ぶりに増加に転じたが、女子大への人気低下の中で再び 47 人(97)のやや減少。日程別では、前期

は 48 人(95)のやや減少で、志願者数は４年連続 1,000 人を下回った。後期は前年度増加の反動はなく、１人(100)の微増だが

２年連続増加。特に，共通テストの平均点が特に理系で大幅アップしたことで、理、生活科学が前期難関大からの併願先とし

て狙われて増加。 

<前期日程> 

○文教育(91)は、減少で志願者数は再び 400 人を下回った。学科・専修プログラム別では、５募集単位中で(人文科学)(107)が

唯一やや増加で２年連続増加。これを除く４募集単位は減少。 特に、(芸術・表現行動)は募集人員が少なく極端な増減とな

りやすいが、(芸術・表現行動／舞踊教育学)(69)、(芸術・表現行動／音楽表現)(70)はいずれも２年連続大幅減少。(人間社

会科学)(86)、(言語文化)(91)は減少。 

○理(94)は、やや減少。学科別では、(生物)(115)は２年連続大幅増加。(化)(111)は増加で、３年連続増加。(数)(105)は前年

度ほぼ半減の反動は小さくやや増加。一方で、(物理)(67)は前年度 50％近い大幅増加の反動で大幅減少、(情報科学)(88)は

系統への人気は高いが、前年度 50％以上の大幅増加の反動で減少。 

○生活科学(101)は、２年連続微増。学科別では、前年度唯一減少の(食物栄養)(115)は大幅増加、(人間生活)(108)は増加。一

方で、(人間・環境科学)(87)、(心理)(87)は減少でいずれも前年度の反動。 

<後期日程> 

○文教育(89)は、前年度大幅増加の反動で減少。学科・専修プログラム別では、募集を行う３募集単位中２募集単位が大幅減

少。(人間社会科学)(105)は唯一の増加でやや増加。一方で、(芸術・表現行動／音楽表現)(81)は３年ぶりの減少、(人文科

学)(82)は前年度大幅増加の反動で大幅減少。 

○理(122)は、大幅増加で５年ぶりの増加。学科別では、唯一減少の(物理)(67)は大幅減少。これを除く４学科は増加で、特に

(情報科学)(175)は、前年度半減以下の反動で 70％以上の激増。(数)(122)は大幅増加、(化)(108)は増加でいずれも２年連続

増加。(生物)(103)は前年度まで２年連続大幅増加に引き続きやや増加。 

○生活科学(111)は、２年連続増加。募集を行う２学科では、(食物栄養)(116)は大幅増加で２年連続増加、(人間・環境科学)(103)

はやや増加で、３年連続増加。 
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